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CSR報告書に対する第三者意見

CSRの基本は事業活動を通じて、どのように

社会の発展に寄与できるかにありますが、こ

の点、クボタは社会の根幹である農業の発

展に、世界的な規模で取り組んでいることを

高く評価することができます。国内において

は「クボタeプロジェクト」を展開し、日本の喫

緊の課題のひとつである食料自給率の向上

に努力していますが、これはマテリアリティの

面から見ても極めて重要です。この面でのさ

らなる発展を期待しています。

今年度の報告書では、社会性についての中

期的な目標を取り入れ、CO2の削減につい

ても中期的な目標を明示するなど、重要な進

展が見られます。CSR活動における社会性

の中期目標は定性的ではありますが、目指す

べき方向性への到達度が分かるような形式

への展開を期待します。また環境に関して

は、環境負荷の増加が見られますが、環境保

全中期計画をグループ全体の計画として取

り組まれるとのことで、課題の克服に体系的

にアプローチしていただきたいと思います。

ステイクホルダー・ダイアローグや従業員の

声を取り入れていることも今年度の報告書

の特徴です。CSRはステイクホルダーの意

見を反映することが非常に重要なので、この

ような試みを一層発展させることが重要と思

われます。特に、農業との関係で意見を吸い

上げて活動に反映することは重要で、今後も

多様な意見を吸い上げて、CSRとして何が

大切かを継続的に検討していっていただきた

いと思います。

クボタのCSR活動はグローバルに展開され

ています。その活動の一部は本報告書でも

記述されていますが、今後はこの面をもっと

充実させることが必要と思います。特に、アジ

アにおける貢献は世界の発展に寄与する

CSR的に非常に重要なテーマですので、こ

の面に強みを持つクボタはアジアにおける日

本企業のCSR活動のモデルを是非とも創り

上げていただきたいと期待します。

※ 同マークを裏表紙に掲載しています。

國部 克彦氏

神戸大学大学院
経営学研究科 教授

2009年5月25日

第三者意見に応えて

株式会社クボタ
CSR推進本部長
執行役員

諏訪 国雄

　本年は、神戸大学大学院教授の國部先生より第三者意見をいただきました。

ＣＳＲ目標の設定と改善など、ご指摘の点に関しましては真摯に受け止め、今後のＣＳＲ経営の推進に活

かしてまいりたいと思います。

　國部先生には、昨年のＣＳＲ報告書において、弊社社長と対談していただき、「『いのち』に関わる事柄

を改善できるビジネスモデルを、ＣＳＲの中心に据えていただきたい」とのご意見をいただきました。昨年から

スタートしましたクボタグループの社会貢献活動である「クボタｅプロジェクト」をさらに充実させ、ご意見にお

応えしていきたいと思っています。

　今後も当社グループのＣＳＲ経営を推進し、社会の発展と地球環境の保全に貢献していく所存です。

環境情報の信頼性向上のために2004年度より第三者審査を受審しています。本年度の審査の結果、サステナビリティ情
報審査協会の環境報告審査・登録マーク※の付与が認められました。これは、「クボタグループCSR報告書2009」 の「環境
報告」に記載された環境情報の正確性・網羅性に関して、サステナビリティ情報審査協会（http://www.j-sus.org/） の定
めた環境報告審査･登録マーク付与基準を満たしていることを示しています。 事業活動を通じた社会責任 ステイクホルダーの声の反映

CSR目標の設定と改善への努力 グローバルな対応

http://www.kubota.co.jp/siryou/csr/index.html
「環境パフォーマンス指標算定基準」の詳細は下記ホームページをご覧下さい。


